
　▲平成25年度北秋田市文化功労賞と奨励賞受賞者の皆さん

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
芸
術
文
化
表
彰

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
芸
術
文
化
功
労
賞
（
１
団
体
２
個
人
）

▽
コ
ー
ル
つ
く
し
ん
ぼ

▽
伊
藤
清
美
さ
ん
（
米
内
沢
）

▽
長
岐
瑞
彦
さ
ん
（
七
日
市
）

■
芸
術
文
化
奨
励
賞
（
９
個
人
）

▽
武
石
正
敏
さ
ん
（
綴
子
）

▽
永
井
直
人
さ
ん
（
川
井
）

▽
笹
森
美
代
子
さ
ん
（
綴
子
）

▽
大
川
千
賀
子
さ
ん
（
坊
沢
）

▽
門
脇
春
江
さ
ん
（
阿
仁
水
無
）

▽
佐
藤
優
香
さ
ん
（
脇
神
）

▽
工
藤
康
大
さ
ん
（
下
杉
）

▽
佐
々
木
茂
さ
ん
（
阿
仁
荒
瀬
）

▽
武
藤
幸
雄
さ
ん
（
花
園
町
）

「
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て

い
た
だ
き
た
い
」
〜
三
澤
教
育
長

　
表
彰
式
の
後
、
三
澤
教
育
長
は
「
遠
く

の
山
々
の
木
々
も
よ
う
や
く
色
づ
き
、
秋

も
本
格
的
に
深
ま
っ
て
き
た
感
じ
が
し
ま

す
。
ま
さ
に
芸
術
の
秋
真
っ
盛
り
と
い
っ

た
中
、
皆
さ
ん
の
芸
術
活
動
の
発
表
を
楽

し
む
文
化
祭
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
今
年

は
演
示
部
門
が
文
化
会
館
で
、
展
示
部
門

が
鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
沢

山
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
観
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
今
年
度
の
芸
術
文
化
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

　
平
成
25
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
の
演

示
部
門
が
文
化
会
館
で
11
月
３
日
と
４

日
の
２
日
間
、
展
示
部
門
が
鷹
巣
体
育

館
で
11
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
両
会
場
に
は
、

グ
ル
ー
プ
や
家

族
連
れ
な
ど
、

大
勢
の
市
民
ら

が
訪
れ
、
歌
や

踊
り
な
ど
の
芸

能
発
表
や
展
示

作
品
を
鑑
賞
し
、

文
化
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。

第
８
回
北
秋
田
市
文
化
祭

多くの作品が並んだ鷹巣体育館の展示会場

　
11
月
３
日
、
午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た

演
示
部
門
で
は
、
は
じ
め
に
北
秋
田
市
文

化
祭
の
成
田
陸
雄
実
行
委
員
長
が
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
北
秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
の
会
コ
ー
ラ
ス
部
の
コ
ー
ラ
ス
を

皮
切
り
に
、
合
唱
や
民
謡
、
箏
曲
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

１
団
体
11
個
人
に
芸
術
文
化
表
彰

　
午
前
11
時
か
ら
は
、
平
成
25
年
度
北
秋

田
市
芸
術
文
化
表
彰
が
行
わ
れ
、
長
年
に

わ
た
り
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
市
文
化
功
労
賞
と
、

優
れ
た
芸
術
作
品
な
ど
を
創
作
さ
れ
た
方

な
ど
に
贈
ら
れ
る
市
文
化
奨
励
賞
の
受
賞

者
に
三
澤
仁
教
育
長
が
賞
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
伊
藤
清
美
さ
ん
は

「
私
の
人
生
の
中
で
嬉
し
い
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
が
、
好
き
な
歌
や
音
楽
で
気

の
合
う
仲
間
同
士
と
活
動
が
で
き
、
そ
し

て
沢
山
の
方
々
に
励
ま
さ
れ
、
受
賞
で
き

た
こ
と
を
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
う
と
共
に
、

皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
市
の

芸
術
文
化
に
関

わ
る
多
く
の
皆

さ
ん
と
共
に
活

動
の
輪
が
広
が

る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
」
な
ど

と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

文
化
活
動
の
成
果
多
彩
に

▲謝辞を述べる伊藤さん

ざ
い
ま
す
。
文
化
功
労
賞
受
賞
の
皆
さ
ん

に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
を
い
た
だ

き
、
市
の
芸
術
文
化
活
動
の
よ
り
一
層
の

振
興
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
た
い
。
文

化
奨
励
賞
受
賞
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
今
年
も
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
文
化
祭
が
多
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と

を
祈
念
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
記
念
公
演
と
し
て
秋
田
お
笑

い
大
使
の
落
語
家
・
桂
三
若
氏
が
特
別
寄

席
を
行
い
、
会
場
は
大
き
な
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大
正
琴
や
日
舞
、

音
楽
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
朗
読
、
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
な
ど
、
各
団
体
が
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
、
鑑
賞
に
訪
れ
た
市
民

と
と
も
に
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

展
示
部
門

　
展
示
部
門
は
、
鷹
巣
体
育
館
を
会
場
に
、

11
月
２
日
か
ら
始
ま
り
、
会
場
に
は
日
頃

学
ん
で
い
る
公
民
館
講
座
や
自
主
活
動
な

ど
で
制
作
し
た
書
、写
真
、絵
画
、絵
手
紙
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
陶
芸
、
切
り
絵
な
ど
の

作
品
が
並
び
、
来
場
者
は
素
晴
ら
し
い
作

品
の
数
々
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
の
作
品
の
他
に
も
、
保
育

園
・
幼
稚
園
児
の
絵
画
、
小
中
学
生
の
絵

画
や
書
道
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
が
、
子
ど
も
の
作
品
を
見
つ
け

て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
他
の
作
品
と
見
比

べ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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